
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
九
年
四
月
二
十
六
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
介
護
福
祉
士
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
養
成
施
設
ル
ー
ト
、
福

祉
系
高
校
ル
ー
ト
及
び
実
務
経
験
ル
ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
等
の
水
準
の
知
識
及
び
技
能
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
措

置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
本
改
正
に
よ
る
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
方
法
の
見
直
し
に
併
せ
て
、
介
護
報
酬
の
見
直
し
な
ど
制

度
面
を
含
め
て
介
護
福
祉
士
の
社
会
的
評
価
に
見
合
う
処
遇
の
確
保
に
つ
な
が
る
施
策
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
介
護
労
働
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
雇
用
管
理
や
労
働
条
件
の
改
善
の
促
進
、
生
涯
を
通
じ
た
能
力
開
発
及
び
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
支
援
、
潜
在
マ
ン
パ
ワ
ー
の
就
業
促
進
等
の
実
効
性
あ
る
介
護
労
働
力
確
保
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

三
、
介
護
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
介
護
福
祉
士
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
介
護
福
祉
士
へ
の
円
滑
な
移

行
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
施
策
の
在
り
方
を
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

四
、
准
介
護
福
祉
士
の
仕
組
み
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
間
の
経
済
連
携
協
定
と
の
整
合
を
確
保
す
る
観
点
に
も
配
慮
し
て
暫
定



的
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
福
祉
士
制
度
の
見
直
し
後
の
介
護
福
祉
士
の
受
入
れ
の
在
り
方
に
つ
い
て
早

急
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
と
調
整
を
行
う
等
の
対
応
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
速
や
か
に
介
護
福
祉
士
へ
の
統
一
化
を
図

る
こ
と
。

、

、

、

五

実
務
経
験
ル
ー
ト
に
新
た
に
課
さ
れ
る
六
月
以
上
の
養
成
課
程
に
つ
い
て

働
き
な
が
ら
学
ぶ
者
の
負
担
軽
減
に
配
慮
し

通
信
課
程
を
認
め
る
ほ
か
、
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
基
準
の
設
定
を
行
う
こ
と
。

六
、
厚
生
労
働
省
令
に
お
い
て
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
ル
ー
ト
を
規
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
律
上
の
資
格
取
得
ル
ー
ト

と
の
間
で
、
教
育
内
容
及
び
実
務
経
験
の
水
準
の
均
衡
に
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今
後
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
養

成
に
係
る
新
た
な
仕
組
み
を
設
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
現
在
の
資
格
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
十
分
検
討
を
行
い
、
現
場
が

混
乱
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

七
、
社
会
的
援
助
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
重
度
の
認
知
症
や
障
害
を
持
つ
者
等
へ
の
対
応
、
サ
ー
ビ

ス
管
理
等
の
分
野
に
お
い
て
、
よ
り
専
門
的
対
応
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
専
門
社
会
福
祉
士
及
び
専
門
介
護
福

祉
士
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
介
護
福
祉
士
を
は
じ
め
、
関
連
分
野
専
門
職
が
社
会
福
祉

士
と
な
る
た
め
の
必
要
な
履
修
認
定
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。



八
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
の
場
を
設
け
、
必
要
な
知
識
及

び
技
能
を
総
合
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
。

九
、
社
会
福
祉
士
の
任
用
・
活
用
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改
正
事
項
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
関
係
機
関
に
対
し
周

知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


